
参
加
者
は
二
十
四
人
。
自

己
紹
介
に
続
い
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

小
川
孝
雄
氏
が
「
協
働
の
指

針
作
成
に
関
わ
っ
た
井
原
市

で
、
ま
ち
づ
く
り
の
お
手
伝

い
が
で
き
る
こ
と
は
感
慨
深

い
」
な
ど
の
思
い
を
伝
え
ま

し
た
。

一
方
で
「
こ
の
塾
の
目
的

が
見
え
な
い
」
「
皆
で
一
緒

に
考
え
る
時
間
を
持
ち
た

い
」
「
何
か
一
つ
や
り
遂
げ

る
こ
と
を
目
指
す
の
か
」

「
次
回
は
皆
の
考
え
を
ま
と

め
て
発
表
し
よ
う
」
と
い
っ

た
参
加
者
の
積
極
的
な
声
も

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
映
画
の
脚
本
家

兼
監
督
の
山
崎
樹
一
郎
氏
と

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
桑
原
広

考
氏
が
ゲ
ス
ト
。
真
庭
市
を

中
心
に
活
動
中
の

シ
ネ
マ

ニ
ワ

の
二
人
が
江
戸
時

代
、
美
作
で
起
き
た
農
民
一

揆
を
題
材
と
す
る
「
新
し
き

民
」
な
ど
の
映
画
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
伝

え
る
と
、
参
加
者
か
ら
称
賛

と
激
励
の
声
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。
第
二
回
は
芳
井
町
で
九

月
十
二
日
に
開
催
予
定
。

井
原
バ
ス
セ
ン
タ
ー
の
整

備
に
あ
た
り
、
八
月
二
十
日

か
ら
同
所
の
駐
輪
場
が
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
現
在
の
臨
時

バ
ス
停
に
隣
接
し
た
つ
ど
え

～
る
北
駐
車
場
の
一
角
を
来

年
三
月
末
日
ま
で
、
臨
時
駐

輪
場
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

ス
ペ
ー
ス
は
車
両
三
台
分

（
８
ｍ
×
６
ｍ
）
で
、
三
角

コ
ー
ン
と
コ
ー
ン
バ
ー
に
よ

っ
て
仕
切
ら
れ
、
駐
輪
可
能

数
は
約
三
十
台
。
つ
ど
え
～

る
関
係
者
は
「
無
断
駐
車
防

止
の
た
め
閉
館
時
間
は
入
口

を
半
分
閉
じ
、
コ
ー
ン
を
置

き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

荒
れ
た
里
山
の
再
生
で
実

績
を
挙
げ
て
い
る
欅
の
杜
塾

が
九
月
十
四
日
、
「
欅
の
杜

散
歩
道
の
階
段
づ
く
り
」
と

「
木
工
教
室
ベ
ン
チ
づ
く

り
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

同
塾
の
関
係
者
は
「
作
業

は
枕
木
や
杭
な
ど
で
落
差
の

大
き
い
箇
所
の
散
歩
道
を
整

備
し
ま
す
。
心
地
よ
い
汗
を

流
し
、
杜
の
安
ら
ぎ
と
魅
力

を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ベ
ン
チ
四
台
は
古

い
木
製
の
電
柱
を
使
っ
て
作

成
し
、
杜
の
市
の
広
場
な
ど

に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

◇

◇
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協力 ／ 井原市社会福祉協議会 井原放送㈱ 中国新聞井原販売所

山
崎
氏
ら
ゲ
ス
ト

臨
時
バ
ス
停
に
対
応

「
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
せ
ん
か
」
と
の
呼

び
掛
け
で
集
ま
っ
た
人
た
ち
の
第
一
回
井
原
プ
ラ
イ
ド
塾

が
七
月
十
一
日
、
つ
ど
え
～
る
で
開
か
れ
ま
し
た
。

第 １ 回 プ ラ イ ド 塾脚
本
家
兼

映
画
監
督

開会にあたって参加者へ趣旨説明をする岡山ＮＰＯセンター監事でコミュニ
ティーコーディネーターの小川孝雄氏（右）

ゲストの桑原氏（左）と山崎監督（右）

夏の猛暑に備え、アサガオ

やヘチマ、ゴーヤーなど、つ

るが伸びる植物を植え、直射

日光をさえぎる緑のカーテン

作りに取り組まれる方が年々

増えています。

緑は目にも優しく、二酸化

炭素を吸収し、エアコンの電

気代が安くなるなど一石二

鳥。品種を選べば収穫の喜び

も味わえます。また、根から

吸い取った水分を蒸発させる

「蒸散作用」が打ち水と同じ

効果を果たします。

身近な環境対策として是非

取り組んでみませんか。

９月上旬に写真を展示して１０月中

旬に表彰します。多数の登録をお願い

します。締切９月上旬。

◇ ◇

【登 録 先】井原市市民活動センター

（６２－９０９０）

【実施団体】100万人のキャンドルナ

イトin井原駅実行委員会

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

散
歩
道
整
備

参
加
者
募
集

欅
の
杜
塾

つどえ～る

≪ 募 集 概 要 ≫
とき：９月１４日（日）

９：００～１２：３０
昼食会（小雨決行）

場所：井原市門田町 欅の杜
募集：２０人
申込：0866-62-5054 佐藤 清
締切：８月３１日（日）
satoyama.tanuki70@gmall.com



水
田
を
活
用
し
た
愉
快
な

イ
ベ
ン
ト
で
知
ら
れ
る
第
六

回
ど
ろ
り
ん
ピ
ッ
ク
in
芳
井

（
備
中
西
商
工
会
青
年
部
芳

井
支
部
主
催
）
が
七
月
十
三

日
、
富
士
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
芳

井
工
場
駐
車
場
周
辺
で
開
催

さ
れ
、
県
内
外
か
ら
四
十
四

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

雨
模
様
の
中
、
六
面
の
コ

ー
ト
で
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
（
四
人
制
）
な
ど
が
始

ま
る
と
、
会
場
は
歓
声
と
笑

い
に
包
ま
れ
、
多
く
の
ア
マ

チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
が
迫
力

に
満
ち
た
一
瞬
を
と
ら
え
よ

う
と
盛
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
地
域
活
性
化

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
市
の
補

助
金
を
得
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
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とまとさん家が７周年記念事業と
して「ペコロスの母に会いに行く」
の上映会（有料）を開催します。
日時：１０月１２日（日）

開場9：30 開演9：45
会場：アクティブライフ井原

メルヘンホール
主催：ＮＰＯ法人はっぴいひろば

とまとさん家・映画上映実行
委員会（0866-63-1200）

≪助成の概要≫
申請期間：９月１日～１０月３１日
助成期間：２０１５年４月１日から

１年間または２年間
助 成：日本国内（１億円）
助成額：１年プロジェクト300万円

２年プロジェクト600万円

助成対象：地域で活動するＮＰＯ等
の組織が地域の課題解決
につながる担い手を育成
するプロジェクトなど。

助成要件：組織ではなくプロジェク
トチームによる事業。

助成決定：２０１５年３月
応募方法：トヨタ財団ウェブサイト
≪お問合せ≫
東京都新宿区西新宿２丁目１－１
公益財団法人トヨタ財団

国内プログラム
TEL03-3344-1701 FAX03-3342-6911
http://www.toyotafound.or.jp/

つどえ～るの１８時以降のご利用
は、申請された時刻１０分前の開館
を原則としています。

会合等の準備に時間を要する場
合、申込の際に開館希望時刻をお伝
えいただければ、早い時間であって
も対応いたします。

ミ

ニ

情

報

■トヨタ財団２０１４

国内助成プログラム

つどえ～る登録32団体
〔・印はＮＰＯ法人〕

■とまとさん家・記念上映会

備中西商工会青年部美星支部
（代表 坂川 順一）

・まちづくり岡山ネットワーク
（代表 吉澤万千子）

さくらの家
（代表 落合 清三）

欅の杜塾
（代表 安木 正明）

鳥羽踊り保存会
（代表 藤井 護）

プラント
（代表 吉原 正敏）

井原町まちづくりの会
（代表 三宅 秀治）

・はっぴいひろばとまとさん家
（代表 井上 咲子）

・井原はばたき会
（代表 中島 知子）

１００万人のキャンドル
ナイトｉｎ井原駅実行委員会

（事務局 上田 勝義）
井原ＢＢＱ

（代表 細羽 宏子）
五 味 会

（代表 宮本 幸枝）
ボランティアガイド井原

（代表 北川 有紀）
井原備中神楽保存会・小中学
生伝承教室

（代表 藤井 和海）
倉掛自治連合会

（会長 細羽 正敏）
岩崎おもちゃ病院

（代表 岩崎 勲）
・ビビッド経ケ丸

（代表 鳥越恵治郎）
井原市文化協会洋画部

（部長 原田 晋作）
井原スポーツ少年団ＢＢＣ

（代表 高木 繁光）
たかやランニングクラブ

（代表 高木 完二）
井原ライトクラブ

（代表 大石 京子）
井原市グラウンドゴルフ協会
美星会（代表 大元 重明）
猪清サロン スミレクラブ

（代表 曽根 勝）
井原手話サークル

（代表 山足 敏子）
サロンあすは

（代表 妹尾 一成）
緑のカーテンコンテスト実行
委員会（代表 安井佐代子）

・あんしん
（代表 浅野 毅）

北山ひまわり会
（代表 片山 守）

井原にほんご教室
（代表 三宅 康子）

・やさい塾
（代表 井上 輝彦）

めだかの集い
（代表 藤井 裕史）

・市民交流ネットワーク井原
（代表 大坪 正廣）

【１階】使用無料
交流コーナー・ミーティングコーナー・
情報コーナー・インターネットコーナー
・作業コーナー・パソコンコーナー・展
示コーナー・育児ルーム兼ミニ会議室
注）コピー印刷等は実費が必要です
注）本施設は公益的事業以外の目的には

使用できません。詳しくは事務局へ
注）倉庫の使用はご遠慮願います
注）ゴミは各自お持ち帰り願います

【２階】有料会議室（机15・椅子30）
9：00～17：00 １時間 200円
17：00～21：00 １時間 300円

冷暖房は１時間 100円
【休館日】月曜日、祝日、年末年始
注）ただし月曜日が祝日の場合、翌日の

火曜日は休館
注）ご利用には事前の申し込みが必要

つどえ～るご利用メモ

ど
ろ
り
ん
ピ
ッ
ク
ｉ
ｎ
芳
井

水田利用しイベント

井原市市民活動センターでは、ボ

ランティア活動や地域福祉、祭りやスポーツ、人々

の暮らしなど、まちづくりを題材とした「２０１４
つどえ～る写真コンテスト」を実施します。奮って

ご応募ください。
◇ ◇

【応募規定】

・応募は井原市在住か勤務の方
・一人３点以内（応募費は無料）

・２６年４月１日～１１月３０日
に撮影したもの

・印画紙又は普通紙にプリントし額縁入り

・カラー及び白黒は問いません
・写真のサイズはＡ４又は四つ切サイズ

【申込】
・１０月１日～１２月８日につどえ～るへ持参

【審査】

・主催者及び主催者の委嘱する審査員により行
い、１２月中旬に発表

【作品展示】

・とき：２６年１２月１８日～２７年１月１２日
・会場：つどえ～る ※つどえ～るＨＰにも掲載

【主催】
・井原市 井原市民活動センター・つどえ～る

【後援】

・井原市教育委員会 市社協 井原放送
※ 応募用紙及び詳しい内容はつどえ～るへ

テーマは「まちづくり」
つどえ～る写真コンテスト

表 彰

金賞 １点

銀賞 ２点

銅賞 ３点

特別賞 ５点

各副賞あり

備 中 西 商 工 会
青年部芳井支部

とき：８月３１日（日）

受付９：３０ １０：００～

場所：つどえ～る

申込：つどえ～る事務局

６２ー９０９０

● ●ＡＥＤ講習会

■１８時以後のご利用は…


